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名嘉真区　喜久山浜子 (93歳 )



議　会　だ　よ　り 2第147号（令和3年2月19日）

河川問題及び河口閉 塞等の状況調査報告

質　谷茶区の墓地公園は、以前から大雨
のたびに冠水しているが改善策は考えて
いるか。
答　冠水する大湊川近くの集落は標高が
低く排水が機能していない。集水桝とポ
ンプを設置し、水位が上がれば発動する
ポンプで河川に流せないか考えている。
また国道から流れてくる水が多いので、
今後要請をしていきたい。

質

答

質　現地踏査後の状況説明をお願いしま
す。
答　山田区長と職員４名で垂川橋から降
り、歩ける所まで行ってきた。岩盤が多
く幅も広く高さもあるので氾濫はないと
みている。琉球村の冠水はここが原因で
はないと考える。

１．実施日：平成 30年 12月 18日から令和２年 12月 16日
２．目　的：村内の河川環境や水質検査・河口閉塞等の状況と近年続く大雨による冠水

や氾濫などの状況調査
３．方　法：資料収集・関係者からの意見聴取・現場調査
４．報　告：現地調査を終えての質疑応答

質

答

質　琉球村周辺について国道との協議は
あったか。
答　国道との調整はまだ。現地踏査で行
けなかった所も含め、水路に入って調査
をした。冠水する所には道路排水路はあ
るが、山から来る水を受ける排水路が無
いので対策を考えている。

質

答

所管事務調査（経済建設民生委員会）
抜粋

垂川中流

琉球村排水路

谷茶集落

議　会　だ　よ　り3 （令和3年2月19日）第147号

河川問題及び河口閉 塞等の状況調査報告

記事担当　島袋　裕介

質　大雨等の災害時には河口周辺の住宅
が被害にあう。どこの河川が危ないのか、
場所的なポイントを認識したシミュレー
ションや計画があるのか。
答　優先順位を決めたものはない。これ
からは必要であると感じている。８月に
仲泊の集落も河口閉塞のために冠水した。
優先順位に関しても今後計画を立ててい
きたい。

質

答

質　毎年、台風や大雨で河口閉塞の工事
（土砂の除去等）を行っているが、今後閉
塞しないような対策は検討しているか。
答　詰まりが全く無いというのは厳しい。
砂が溜まりにくいような物を作らないと
いけない。石積を左右に作って、砂が中
に入ってこないよう導流提を考えている。

【委員からの意見・要望】
①　現場を10ヶ所見てきたが、それぞれ状況が違う。冠水による災害なのか、水
質環境による被害なのか色々問題点がある。シリン川のヒューム管の方式を使
うと解決しそうな所もある。地域の方とヒヤリングをしながら、早くできるも
のはスピード感をもって対策してもらいたい。
②　これまでの村内における河川の水質検査は、一律に生活排水に係る調査を
行っており、これからは村全体の環境に合わせた、河口付近だけでなく河川の
上流や中流等の検査方法を考えてほしい。
③　数年前から問題が出ているが改善されていない河川がたくさんある。また、
バイパス道路整備による道路排水の環境変化で冠水被害が増加している。中長
期の事業計画書を作成し、優先順位を決めて関係機関への要請等、それに向け
て努力するべきである。

質

答

安富祖小学校体育館裏

仲泊ヒューム管



議　会　だ　よ　り 4第147号（令和3年2月19日）

これまでに行われた新型コロナ ウイルス感染症関連支援策
事　業　名 内　　　容予　算　額

21,200,000

4,983,000

9,037,000

18,589,000

19,247,000

3,497,000

41,368,000

62,360,000

16,500,000

23,152,000

1,326,000

3,500,000

1,149,090,000

4,616,000

新型コロナウイルス感
染症の影響を受ける中
小企業者への支援事業

放課後児童健全育成
事業施設補助金

学童施設開所時間が延長となっている村内３施設の
諸経費の増についての支援

国・県が行う各種支援事業への申請業務支援

雇用調整助成金
利活用事業所
支援委託事業

事業主が労働者の雇用維持を図った場合に休業手当
等の一部を助成する雇用調整助成金制度を利用した
事業所を対象に休業手当の１割、月 20万円（対象事業
者が 100人以上の場合は月 30万円）を上限に２か月
分支援

村内事業所家賃支援
委託事業

新型コロナウイルス感染症の影響で売上が減少して
いる村内事業所を対象に、今後の事業継続を支援する
ために、３月～４月の２か月の家賃の支援

村内在住高校生就学
支援緊急助成金

高等学校等の臨時休校及び保護者の長期休業等に対
し「緊急的保護者支援」として村内在住高校生等を持
つ保護者に経済的負担軽減を図るための支援

学校給食一定期間
免除事業

幼・小・中の臨時休校及び保護者の長期休業等に対
し「緊急的子育て支援」として村内在住及び村立小学
校に在籍している児童の保護者に対し学校給食の一
定期間を免除し経済的負担軽減を図るための支援

感染症対策マスク・消
毒液等購入費事業

村民及び村内医療施設・介護施設等へのマスク・消
毒液等配布の支援

保育対策総合支援
事業補助金

保育環境改善等事業（安全対策事業のうち新型コロナ
ウイルス感染症対策として行うもの）

飼料購入費補助金
生産者の所得減少の負担軽減を図るため飼料購入費
の一部助成

特別定額給付金事業 村民一人当たり 10万円を給付

水産物生産奨励事業 海ぶどう生産者の所得減少による負担軽減を図るた
め、養殖生け簀利用料の一部助成

保育料減免措置事業
国の「幼児・保育無償化」対象外である保護者の保育
料減免措置を講じる経済的負担軽減

子育て世帯臨時
特別給付金事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育
て世帯の生活の支援

農産生産物奨励事業
時期作付け及び出荷体制を確立するため、生産・出荷
活動に必要な農薬、堆肥等及び出荷箱購入の支援

議　会　だ　よ　り5 （令和3年2月19日）第147号

これまでに行われた新型コロナ ウイルス感染症関連支援策

※　　　　は村単独事業

事　業　名 内　　　容

合　　　　　計

予　算　額

78,258,000

36,000,000

9,350,000

5,183,000

41,000,000

125,500,000

6,403,000

12,212,000

459,000

2,400,000

1,736,256,000

3,820,000

3,657,000

32,783,000

情報機器購入費
GIGA スクール端末整備（村内の全小学校が対象で、
生徒一人一人にタブレット端末を配布し授業におい
て活用する）

景気回復支援商品券発
行事業

村内農水産業、村内事業所を応援することを目的に、
村民１人につき 10,000 円分の商品券を発行

海域の清掃やオニヒトデ駆除等、海の環境保全と雇用
機会の創出

学校保健特別
対策事業

感染症対策と子供たちの健やかな学びの保障を両立
し、学校教育ならではの学びを最大限進めることがで
きるよう必要な支援を進める。

飼料購入費補助金
生産者の負担軽減を図るため村内豚農家飼料購入費
の一部助成

水道料金基本料金
免除事業

水道基本料金の６か月分を免除
（一般会計より 15,258,000）

新型コロナウイルス感
染防止対策機器
購入補助金

新型コロナウイルス感
染防止対策機器
購入補助金

指定管理事業者へ感染予防対策に係る備品（非接触型
体温測定機器）等の購入経費 2/3（上限 30万円）を補助

恩納村保育料
減免措置事業

国の「幼児・保育無償化」対象外である保護者の保育
料減免措置

室内や車内で使用できる除菌装置購入

学習支援ソフト使用ラ
イセンス料

沿岸海域環境
保全事業

学習ソフト導入

スクールバス運行
委託料 ６月末までの増便分等

村内主要ホテル感染予
防機器購入等補助事業

村内主要（50室以上）宿泊事業所へ感染予防対策に係
る備品（非接触型体温測定機器）等の購入経費 2/3（上
限 100万円～ 300万円）を補助

766,000新型コロナウイルス感
染症対策消耗品

災害時避難所屋内での集団生活における被災者の新
型コロナ感染対策及びプライバシー確保を目的に、ワ
ンタッチパーテーションを購入

任意予防接種
助成事業

新型コロナの症状と季節性インフルエンザの症状が
酷似していることから１歳から中学生まで季節性イ
ンフルエンザ予防接種費を助成



議　会　だ　よ　り 6第147号（令和3年2月19日）

一般会計補正予算（主な事業）
３億856万５千円

115億9353万1千円

　新型コロナウイルス感染症と季節性
インフルエンザ症状が酷似しているこ
とから、1歳から中学生までインフル
エンザ予防接種費を助成

（第４号）

福祉課
インフルエンザ任意予防接種費助成

１歳から中学生までインフルエンザ予防接種

1221万２千円

補正額：
総　額：

4954万５千円
116億4307万6千円

名嘉真に１台、喜瀬武原に４台導入
国50％　県30％　受益者20％

（第5号）

農林水産課
園芸産地機械整備事業

花ロボ５台導入

4565万円

補正額：
総　額：

１億4017万9千円
117億8325万5千円

　主に旧ゆうな保育園を１９名の小規
模保育を行うための施設運営費負担金
で、国１/２、県１/４、村１/４の負
担率　

（第6号）

福祉課
地域型保育施設運営負担金

オリーブ保育園ゆうな年度内開所

705万9千円

補正額：
総　額：

記事担当　大城　保

旧ゆうな保育園

議　会　だ　よ　り7 （令和3年2月19日）第147号

令和２年第11回恩納村議会定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の一般質問
〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

一般質問（１２月定例会）

○地方創生の検証・人口減少社会と村の方向

性について

○国道58号線名嘉真区（伊武部）について

仲田　豊　議員 A967－8338 P 8

○美留バス停留所に屋根の設置について

○海岸漂着ゴミの処理について

○村内学校（小・中）の部活動における外部

指導者導入に係るしくみについて

○社会教育、学校教育の関りについて

吉山盛次郎　議員 A965－0669 P13

○安富祖喜瀬武原入り口の信号機について

○男女共同参画について

○選挙制度について

○長浜川河川の橋の改修工事について

○恩納村内海浜に溜まった砂利利用について

外間　勝嘉　議員 A090-3794-6254 P16

○地産地消計画について

○奨学資金貸与・給付事業について

○産業まつりについて

大城　保　議員 A964－3841 P12

○喫茶うんなナビーについて

○ドローンの有効活用について

山田　政幸　議員 A967－8485 P14

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○農作物におけるイノシシ被害について

○ゴルフ場利用税に伴うゴルフ場利用税交付

金の使途について

P11佐渡山　明　議員 A966－2443

○㈱ONNAなかゆくい市場の支援について

○アフターコロナ禍の支援について

P 9金城　重治　議員 A090-3077-2172

○万座毛の環境整備について

○うんな中学校の取組について

○集落内危険個所の安全対策について

P10安里　周作　議員 A966－8352

○自治会への村民税、固定資産税の減免につ

いて

○交通弱者への支援策について

○定住促進について

○村内企業への優先発注及び村産品の優先使

用について

P15山城　良一　議員 A090-1945-5511

○令和３年度の予算編成の在り方について

○中長期財政計画の分析と各種計画、予算編

成との連動性、互換性について

○消防跡地の背後地の宅地化による定住促進

策について

○恩納番所跡地とナビー屋敷跡地の整備につ

いて

P17又吉　薫　議員 A090-8919-8818

３月定例会のご案内！！
３月定例会は、３月8日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議
会事務局まで問い合わせください。
皆様の傍聴を、お待ちしております。
【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９

●観光と環境問題について

喜納　正誠　議員 A964－2580※掲載なし
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補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
創
生
総
合
戦
略
で
４
つ
の
目
標
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。３
番
目
に
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
る
具
体
的
な
政
策
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。我
が
村
は
結
婚
件
数
も
少
な

く
、若
い
方
が
い
な
い
と
結
婚
も
お
ぼ

つ
か
な
い
。ど
う
い
っ
た
施
策
を
行
政

は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
結
婚
へつ
な
げ
る
支
援
と
し
て
、
結

婚
新
生
活
支
援
や
青
年
団
協
議
会
の

活
動
支
援
を
実
施
し
、
妊
娠
に
つ
な
げ

る
支
援
は
特
定
・一般
不
妊
治
療
費
の

助
成
事
業
等
、保
健
師
や
助
産
師
に
よ

る
妊
産
婦
の
ケ
ア
や
乳
幼
児
の
検
診

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
人
口
が
少
な
い
と
村
、
町
は
発
展

し
な
い
。人
口
減
少
は
未
来
を
暗
く

感
じ
、一
番
の
施
策
と
し
て
財
源
を

使
っ
て
も
人
を
増
や
す
、人
材
を
育
て

２０
年
後
の
恩
納
村
３０
年
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。村
長

は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
対
し
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
お
り
創

生
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
わ
け
で
、

若
者
の
減
少
が
大
き
く
見
ら
れ
若
者

が
戻
って
こ
ら
れ
る
よ
う
に
、仕
事
も
村

内
で
働
い
て
人
口
減
少
を
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お

り
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
村
民
と一

緒
に
な
って
、
人
口
減
少
克
服
に
向
け

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
名
嘉
真
区
伊
武
部
の
国
道
５８
号
線

が
ひ
ど
い
で
す
。こ
の
状
況
を
見
て
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
幅
３
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
１５
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
舗
装
の
凹
凸
を
確
認
し
、
大
変

危
険
な
状
態
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。国

道
事
務
所
か
ら
は
早
急
に
対
応
す
る

と
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質

質

答答

答

質

質答

答 地
方
創
生
の
検
証
・
人
口

減
少
社
会
と
村
の
方
向
性

に
つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員

国
道
58
号
線
名
嘉
真
区

（
伊
武
部
）
に
つ
い
て

国道５８号線
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、11

月
１５
日
に
は
沖
縄
県
を
含
め
、
日
本

全
国
で
過
去
最
多
の
１
６
６
０
人
の

感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。な
か
ゆ

く
い
市
場
は
４
月
２０
日
か
ら
５
月
２０

日
ま
で
の
１
か
月
間
、
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
昨
年
同
時
期
の
売
上
高

に
対
し
て
約
５０
％
減
少
し
て
、今
期
の

損
益
予
測
数
値
は
、
国
の
雇
用
調
整

金
約
３
千
万
円
を
差
し
引
い
て
も
、

約
４
千
万
円
の
損
失
を
見
込
ん
で
い

る
。村
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
今
後
も

継
続
的
に
運
営
で
き
る
様
に
、
村
当

局
の
支
援
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
１
か
月
余
り
の
休
業
や
感
染
予
防

の
た
め
の
営
業
規
模
の
縮
小
な
ど
に
よ

り
売
上
げ
が
減
少
し
て
い
ま
す
。７
月

の
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
た
景
気
回

復
支
援
事
業
は
村
内
事
業
所
の一助
に

な
る
。今
後
は
国
や
県
の
支
援
策
と
つ

な
げ
売
上
げ
向
上
の
施
策
を
検
討
し

た
い
。２
点
目
の
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
は
運
用
指
針
に
基
づ
き
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

　
　
内
海
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
事
業

の
推
進
に
よ
る
誘
客
と
駐
車
場
の
増

設
、こ
の
件
は
昨
年
の
３
月
に
質
問
し

て
い
ま
す
。遊
休
化
し
た
内
海
の
遊

歩
道
の
活
用
の
件
と
、
常
時
満
水
状

態
に
し
た
活
性
化
を
検
討
す
る
と
の

答
弁
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
の

進
捗
と
各
課
と
の
話
合
い
は
行
な
い

ま
し
た
か
伺
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
仲
泊
内
海
の
遊
歩
道
と一帯
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
３０
年
度
に
１

回
、
３１
年
度
に
４
回
、
令
和
２
年
度
に

３
回
実
施
し
て
い
る
。内
海
を
常
時
満

水
状
体
に
す
る
事
は
引
き
続
き
関
係

課
と
調
整
し
た
い
。

　
　
今
後
の
な
か
ゆ
く
い
市
場
は
、
観

光
連
携
型
農
業
を
取
り
入
れ
て
生
鮮

青
果
品
を
主
体
に
農
産
物
の一時
加

工
、
冷
凍
乾
燥
化
で
の
保
存
、Ｂ
級
品

商
品
開
発
な
ど
高
付
加
価
値
商
品
の

開
発
に
資
す
る
為
、現
在
、村
の
遊
休

施
設
を
活
用
し
た
農
産
物
加
工
施
設

を
整
備
中
と
の
こ
と
で
す
。（
株
）Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ａ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、国
や
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
た
支
援
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
加
工
施
設
は
水
環
境
、
衛
生
環
境

を
遵
守
し
な
い
と
い
け
な
い
。水
道
工

事
や
費
用
に
つ
い
て
（
株
）Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
と

協
議
中
で
す
。

　
　
販
路
拡
大
に
つ
い
て
、ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
、
あ
る
い
は
観
光
施
設

等
に
販
売
促
進
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。思
い
を
伺
う
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
農
林
水
産
課
と
し
て
は
、
９
月
の
補

正
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
予
算
化

を
し
て
お
り
、
地
産
地
消
、
６
次
産
業

化
推
進
を
担
当
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
設
置
し
て
関
係
機
関
が
連
携

し
な
が
ら
支
援
し
た
い
。

　
　
技
術
導
入
の
支
援
に
つ
い
て
、国
や

県
、
村
が
進
め
る
地
産
地
消
や
商
品

開
発
等
、
全
く
の
素
人
集
団
で
す
。色

ん
な
技
術
指
導
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
が
、考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
ま
ず
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心

に
商
工
観
光
課
、商
工
会
、観
光
協
会

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
積

極
的
に
支
援
し
た
い
。
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金
城
　重
治
　議
員

（株）
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
な
か
ゆ
く
い

市
場
の
支
援
に
つ
い
て

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
禍
の
支

援
に
つ
い
て

整備中の加工場（旧恩納歯科）

整備中の内部
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管
理
し
て
こ
そ
整
然
と
し
た
環
境

管
理
が
行
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。商

工
観
光
課
の
万
座
毛
環
境
整
備
、
ま

た
指
定
管
理
へ
の
予
算
の
考
え
方
を

伺
う
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　指
定
管
理
者
の
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
、
想
定
さ
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
。ま
た
万
座
毛

周
辺
の
管
理
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
、

周
辺
の
環
境
を
保
持
し
、
昔
な
が
ら
の

景
観
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
関
係
課
と

連
携
を
取
って
い
き
た
い
。

　
　社
会
教
育
課
の
予
算
の
考
え
方
を

伺
う
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　県
の
文
化
課
よ
り
職
員
が
万
座
毛

を
訪
れ
て
、
今
後
の
管
理
や
植
物
、
景

観
等
に
つ
い
て
社
会
教
育
課
の
文
化
係

と
話
合
い
を
し
て
い
ま
す
。万
座
毛
整

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、県
の
許
可
の

範
囲
で
維
持
管
理
を
指
定
管
理
者
と

関
係
各
課
と
調
整
し
た
い
。

　
　
10
月
、
11
月
の
間
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
伺
う
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　村
内
の
業
者
に
除
草
作
業
を
委
託

し
て
ま
す
。

　
　
指
定
管
理
で
や
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。伺
い
ま
す
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　指
定
管
理
者
に
委
託
で
き
る
か
検

討
し
て
ま
す
。

　
　万
座
毛
管
理
計
画
書
を
参
考
に
環

境
整
備
計
画
書
の
検
討
が
あ
っ
た
か

伺
う
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　万
座
毛
整
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

県
の
関
係
課
の
意
見
を
聴
取
し
、環
境

整
備
計
画
書
の
策
定
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

業
務
も
報
告
書
が
３
月
に
上
が
って
ま

す
。

　
　万
座
毛
保
存
管
理
計
画
書
で
、
今

後
の
課
題
の
取
組
を
伺
う
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　植
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
令
和

３
年
度
も
行
う
予
定
で
す
。景
観
の
修

復
・
植
物
群
落
の
再
生
に
つ
い
て
は
沖

縄
県
の
担
当
課
と
協
議
を
し
て
ま
す
。

情
報
発
信
と
し
て
施
設
内
に
展
示
室

の
設
置
及
び
村
内
小
学
生
の
現
地
案

内
な
ど
を
行
っ
て
ま
す
。元
年
度
に
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
て
ま
す
。周
辺

整
備
事
業
と
の
連
携
は
、活
性
化
施
設

整
備
及
び
指
定
管
理
者
や
関
係
課
と

調
整
を
継
続
し
て
ま
す
。地
域
住
民
や

学
識
者
・
有
識
者
と
の
連
携
強
化
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
の
恩
納
区
、

学
識
者
と
の
連
携
体
制
の
構
築
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　
　学
問
の
楽
し
さ
を
う
ん
な
中
学
校

の
生
徒
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と
の
思
い

で
、Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
連
携
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　海
と
共
に
生
き
る
と
い
う
テ
ー
マ
で

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
出
前
講
座
が
行
わ
れ
て
ま
す
。

赤
土
対
策
と
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て
の
講
座

で
、
サ
ン
ゴ
養
殖
と
サ
ン
ゴ
畑
の
見
学

を
行
っ
た
。令
和
３
年
度
の
計
画
は
、Ｏ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
う
ん
な
中
学
校
の
教
員
、
教

諭
に
よ
る
理
科
と
英
語
科
の
授
業
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
予
定
し
て
ま
す
。

さ
ら
に
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
ス
タ
ッ
フ
参
加
に
よ

る
授
業
実
践
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
村
の
集
落
内
危
険
個
所
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
、恩
納
区
ふ
れ
あ
い
館
横

の
十
字
路
で
事
故
が
あ
り
、
十
字
路

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　接
触
事
故
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
ま
す
。こ
れ
か
ら
調
査
を
行
って

ど
う
いっ
た
方
法
が
い
い
の
か
、地
元
の

意
見
を
聞
き
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。
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◆
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安
里
　周
作
　議
員

万
座
毛
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

う
ん
な
中
学
校
の
取
組
に

つ
い
て

集
落
内
危
険
個
所
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

ふれあい館前
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　顕
著
に
現
れ
て
き
た
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
状
況
で
す
が
、

キ
ビ
畑
の
真
ん
中
あ
た
り
で
は
５
分

の
２
ぐ
ら
い
の
面
積
が
食
い
荒
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
。数
年
前
に
購
入
さ
れ

て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
被
害
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
の
農
業

政
策
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　鳥
獣
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
状
況

が
見
ら
れ
ま
す
。有
害
鳥
獣
駆
除
隊
と

連
携
し
て
、
対
応
し
て
い
け
れ
ば
と

思
って
ま
す
。

　
　村
の
条
例
第
７
条
で
も
、
上
位
法

で
も
市
町
村
は
共
同
し
て
被
害
を
防

止
す
る
た
め
の
計
画
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。連
携

し
て
駆
除
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
駆

除
と
い
う
の
は
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、い
ろ
ん
な
情
報
交

換
等
は
行
って
い
る
。

　
　個
体
数
を
調
整
し
、
被
害
を
計
画

的
に
防
止
す
る
こ
と
は
理
想
で
は
あ

る
が
、
な
か
な
か
難
し
い
事
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。防
獣
網
な
ど
の
資
材
を

補
助
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
で
囲
む
と
物
す

ご
く
効
果
は
あ
る
。そ
う
い
っ
た
こ
と

も
確
認
し
な
が
ら
資
材
購
入
に
対
す

る一部
補
助
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　長
年
に
わ
た
り
利
用
税
を
交
付
さ

れ
て
き
た
本
村
は
、ゴ
ル
フ
場
に
資
す

る
支
援
を
行
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

す
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　関
連
す
る
支
出
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場

周
辺
の
河
川
、
排
水
路
等
、
改
修
等
、

維
持
費
に
充
当
し
た
事
例
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　
　四
年
ほ
ど
前
か
ら
写
真
の
よ
う
な

被
害
が
あ
り
、コ
ー
ス
は
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。役
場
の
担
当
課

は
被
害
の
こ
と
を
存
じ
上
げ
て
い
る

の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　ゴ
ル
フ
場
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ
い

て
は
認
識
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
日

初
め
て
写
真
の
提
供
を
受
け
、
本
当
に

衝
撃
を
受
け
て
お
り
心
の
痛
い
思
い
で

す
。

　
　広
域
で
駆
除
で
き
る
条
例
が
あ
り

ま
す
。役
場
主
導
で
被
害
地
域
を
集

中
し
て
駆
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　被
害
が
大
分
増
え
て
き
て
い
る
。今

後
イ
ノ
シ
シ
も
対
象
に
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
す
る
。中
部
猟
友
会
、
ま
た
県

も
含
め
て
ど
う
い
っ
た
体
制
が
取
れ
る

の
か
、
確
認
し
な
が
ら
対
策
が
取
れ
れ

ば
と
思
って
ま
す
。

　
　村
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

ゴ
ル
フ
場
に
対
し
イ
ノ
シ
シ
の
対
策

支
援
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　被
害
等
を
踏
ま
え
て
今
後
は
実
施

可
能
な
支
援
が
あ
る
か
ど
う
か
、関
係

課
と
協
議
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
ま

す
。

　
　本
土
で
は
、ゴ
ル
フ
場
へ
向
か
う
案

内
板
の
設
置
や
害
獣
柵
の
設
置
、
お

客
を
呼
び
込
む
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

ご
ざ
い
ま
す
。ゴ
ル
フ
場
と
行
政
で
協

議
会
を
組
織
し
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
ご
ざ
い
ま

す
。村
長
の
感
想
を
伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　イ
ノ
シ
シ
の
被
害
、
本
当
に
恩
納
村

も
拡
大
し
て
ま
す
。ま
ず
は
イ
ノ
シ
シ

の
駆
除
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。ま

た
県
と一緒
に
な
って
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。
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佐
渡
山
　明
　議
員

農
産
物
に
お
け
る
イ
ノ
シ

シ
被
害
に
つ
い
て

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
伴
う

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

の
使
途
に
つ
い
て

ジ・アッタテラスゴルフ
リゾート　15番ホール

ジ・アッタテラスゴルフ
リゾート　11番ホール



議　会　だ　よ　り 12第147号（令和3年2月19日）

　
　生
産
技
術
の
向
上
に
よ
る
安
定
的

な
供
給
体
制
の
構
築
と
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

ま
た
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
災
害
に
強
い
高
機
能
型
栽
培
施
設

の
導
入
推
進
事
業
、
農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
栽
培
技
術
講
習
会
、
ま

た
営
農
相
談
業
務
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
　
第
一次
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
、

育
成
、生
産
拡
大
、ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
。ま
た
今
後
の
取
組

を
伺
う
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
農
業
次
世
代
投
資
事
業
を
活
用
し

年
間
１
人
１
５
０
万
円
生
活
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。新
規
就
農
希
望
者

を
、
村
内
の
先
進
的
な
農
家
に
派
遣
、

研
修
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。

　
　宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
及
び
出
荷
体
制
の
構
築
と
あ
り

ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。ま
た
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
正
確
な
デ
ー
タ
等
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
を
活

用
し
な
が
ら
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　学
校
給
食
に
お
い
て
の
地
元
農
水

産
物
の
使
用
状
況
を
伺
う
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
安
富
祖
米
が
４
・
７
ト
ン
、
モ
ズ
ク

が
１
７
８
キ
ロ
、ア
ー
サ
が
９２
キ
ロ
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
地
産
地
消
の
推
進
を

図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　地
産
地
消
推
進
に
向
け
た
普
及
・

啓
発
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。ま
た
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
村
長
を
先
頭
に
村
内
ホ
テ
ル
及
び

県
内
量
販
等
へ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。今
後
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、積
極
的
な
普
及
・
啓
発

に
努
め
た
い
。

　
　
恩
納
村
の
奨
学
金
の
貸
与
、
給
付

型
の
状
況
を
伺
う
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
今
年
度
貸
付
は
県
内
５
名
、
県
外

１０
名
、
給
付
は
県
外
が
３
名
で
、
前
年

は
貸
与
、貸
付
が
県
内
１５
名
、県
外
１６

名
と
３１
名
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
現
在
の
奨
学
金
の
返
金
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
令
和
元
年
で
１
１
４
名
、
月
に
２
万

円
の
償
還
に
な
り
ま
す
の
で
、
調
定
金

額
が
２
７
３
６
万
円
で
、
返
済
金
が
１

１
８
８
万
３
千
１
１
１
円
、
返
還
金
に

し
て
は
４３
・
２
％
と
半
分
回
収
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　
　
延
滞
者
に
対
す
る
対
応
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
返
還
が
な
い
場
合
に
は
半
年
後
を

め
ど
に
督
促
状
を
送
って
い
ま
す
。

　
　
奨
学
金
を
返
し
た
く
て
も
返
せ
な

い
若
者
が
増
え
て
い
る
。滞
納
者
の
調

査
等
を
行
っ
て
、減
免
措
置
か
給
付
型

の
奨
学
金
の
充
実
を
図
れ
な
い
か
伺

う
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
状
況
に
よ
って
返
還
金
の
猶
予
相
談

を
行
って
い
る
。給
付
型
の
充
実
に
お
い

て
は
、
財
政
当
局
と
相
談
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
行
政
か
ら
の
情
報
伝
達
手
段
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、中
止
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
村
広
報
紙
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
村

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て
周
知
を

図
って
い
ま
す
。

　
　
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
加
工
さ
れ
た

加
工
品
は
賞
味
期
限
が
あ
る
。販
売

す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
け
な
い

か
を
伺
う
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
農
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
の
利
活

用
、
役
場
ロ
ビ
ー
で
の
販
売
な
ど
考
え

て
ま
す
。
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大
城
　保
　議
員

地
産
地
消
計
画
に
つ
い
て

奨
学
金
貸
与
・
給
付
事
業

に
つ
い
て

産
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
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　訪
れ
る
観
光
客
が
、
真
夏
に
降
雨

時
で
難
渋
し
て
い
る
。屋
根
付
き
の
バ

ス
停
が
設
置
で
き
な
い
か
。財
源
措

置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　沖
縄
バ
ス
協
会
事
業
者
、
国
道
等
、

道
路
整
備
時
に
合
わ
せ
た
設
置
、村
単

独
に
よ
る
設
置
が
あ
り
ま
す
。設
置
に

当
た
っ
て
は
中
部
土
木
事
務
所
と
歩

道
幅
員
等
の
確
保
の
設
計
上
の
調
整
、

ま
た
警
察
署
と
の
協
議
が
必
要
。村
が

実
施
し
た
事
業
は
補
助
は
な
か
っ
た
。

　
　観
光
立
村
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　読
谷
線
は
本
数
も
減
って
き
て
お
り

利
用
頻
度
、
効
果
等
は
大
分
薄
い
。観

光
実
数
を
ど
う
把
握
し
て
い
く
か
が

費
用
対
効
果
を
図
る
上
で
重
要
。

　
　対
応
を
伺
い
ま
す
。

　
　建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　商
工
観
光
課
で
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
海
岸
を
清
掃
し
て
ま
す
。集
め
ら
れ

た
ゴ
ミ
は
村
民
課
の
委
託
業
者
が
回

収
、
処
分
。大
き
な
漂
着
ゴ
ミ
は
建
設

課
で
重
機
を
手
配
、収
集
し
処
分
。

　
　与
久
田
ビ
ー
チ
入
口
に
看
板
を
立

て
て
い
ま
す
。見
出
し
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
と
書

い
て
あ
る
。そ
れ
は
分
別
し
な
さ
い
と

い
う
事
で
す
。し
か
し
そ
の
前
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
御
苦
労
様
で
す

と
ど
う
し
て
入
ら
な
い
ん
で
す
か
。海

岸
管
理
条
例
の
中
に
村
長
は
海
岸
の

日
常
的
管
理
を
行
う
も
の
と
あ
る
。

本
来
、村
が
や
る
べ
き
仕
事
で
す
。

　
　村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　分
別
状
況
が
悪
く
て
設
置
し
た
。配

慮
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
は
お

礼
文
を
含
め
て
対
応
し
ま
す
。

　
　

　
　外
部
指
導
者
の
仕
組
み
を
教
え
て

下
さ
い
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　今
年
度
う
ん
な
中
学
校
に
導
入
し

て
い
る
の
は
部
活
動
指
導
者
と
い
う
名

称
。ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
出
さ
れ
た
部
活

動
指
導
員
は
学
校
教
育
法
が
定
め
る

学
校
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

捉
え
て
時
給
で
謝
礼
を
払
っ
て
い
る
。

こ
の
役
割
は
教
員
に
代
わ
り
部
活
動
の

顧
問
が
出
来
る
。郊
外
の
引
率
も
可
能
。

指
導
者
研
修
も
義
務
。

　
　他
の
部
活
に
も
適
用
し
て
い
け
る

の
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　小
学
校
は
考
え
て
ま
せ
ん
。従
来
の

外
部
指
導
者
は
顧
問
の
補
助
的
技
術

指
導
と
位
置
付
け
て
ま
す
。今
後
は
必

要
に
応
じ
て
予
算
も
伴
い
ま
す
の
で
、

学
校
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　社
会
教
育
と
学
校
教
育
で
は
ど
こ

が
核
で
交
わ
る
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　学
校
教
育
に
お
け
る
核
と
な
る
場

所
は
学
校
で
あ
る
。学
校
教
育
と
社
会

教
育
が
交
わ
る
場
所
は
地
域
で
あ
る

と
認
識
し
、
次
世
代
育
成
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
が
急
務
と
考
え
て
お
り
、学
校
教

育
課
と
社
会
教
育
課
は
、
地
域
に
お
い

て
連
動
し
て
い
く
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　公
民
館
、図
書
館
、博
物
館
、体
育

施
設
が
核
に
な
る
。交
わ
る
場
所
は
学

校
、家
庭
、地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
い
る
学
校
支
援
本
部
事
業
と
な
る
。

　
　村
長
か
ら
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
関
わ
り
を
ど
う
進
め
て
い
き
た
い

か
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
普
及
の

展
開
と
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
て
お
り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

行
政
も一緒
に
な
っ
て
学
校
づ
く
り
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
って
ま
す
。
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吉
山
盛
次
郎
　議
員

美
留
バ
ス
停
留
所
の
屋
根

の
設
置
に
つ
い
て

海
岸
漂
流
ゴ
ミ
の
処
理
に

つ
い
て

社
会
教
育
、
学
校
教
育
の

関
わ
り
に
つ
い
て

村
内
学
校（
小・中
）の
部
活
動

に
お
け
る
外
部
指
導
者
導
入

に
関
す
る
し
く
み
に
つ
い
て



議　会　だ　よ　り 14第147号（令和3年2月19日）

　
　
当
初
の
計
画
と
、閉
鎖
に
至
っ
た
経

緯
を
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
援
を
受
け
、会
員
雇
用
の

場
と
し
て
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、集
客
人
数
や
立
地
、営
業
ス
ペ
ー
ス

等
の
諸
問
題
に
よ
り
採
算
が
取
れ
な
い

と
の
こ
と
で
、
運
営
希
望
者
が
お
ら
ず

閉
鎖
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
閉
鎖
か
ら
１
年
半
経
過
し
ま
し
た

が
、
再
開
に
向
け
て
村
内
の
社
会
福

祉
法
人
や
就
労
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
の
活
用
や
、働
く
意
欲
の

あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
等
へ
優
先
的
に

公
募
を
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
現
在
会
議
室
と
し
て
使
用
し
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
関
係

団
体
、特
に
村
内
の
福
祉
事
業
者
等
の

福
祉
行
政
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

希
望
す
る
関
係
者
と
の
使
用
に
つ
い
て

の
協
議
は
可
能
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
さ
れ
た
目
的
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
主
に
赤
土
流
出
発
生
源
の
調
査
、あ

と
森
林
病
害
虫
の
調
査
、
農
地
利
用

状
況
調
査
な
ど
の
現
場
確
認
に
活
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
導
入
し
て
ま
す
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に
は
正
式
な
免

許
は
必
要
な
い
で
す
が
、
職
員
が
使

用
す
る
に
当
た
っ
て
、
安
全
面
上
、
操

作
技
術
や
基
本
的
な
知
識
が
求
め
ら

れ
ま
す
。操
作
技
術
等
の
向
上
に
対

し
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
購
入
時
に
１
回
専
門
員
か
ら
の
技

術
指
導
は
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

後
は
指
導
も
、
講
習
等
も
受
け
て
い
な

い
の
で
、
今
後
は
専
門
的
な
技
術
指
導

や
講
習
と
い
う
の
は
継
続
し
て
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
他
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、村

陸
上
や
祭
り
等
の
村
内
行
事
の
上
空

写
真
と
か
映
像
な
ど
を
撮
影
し
て
、

情
報
発
信
な
ど
に
有
効
活
用
が
で
き

な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
通
常
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
飛
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
対
策
及
び
必
要

な
許
認
可
等
が
得
ら
れ
て
い
れ
ば
十
分

活
用
で
き
ま
す
。

　
　
不
法
投
棄
等
の
状
況
調
査
、
現
場

確
認
等
に
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
不
法
投
棄
等
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
ま
だ
実
績
は
な
い
が
、やっ

ぱ
り
空
か
ら
見
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
辺
に
も
十
分
対
応
、
活
用
で
き
る
も

の
と
思
って
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質質 答答

答答

質

質

答

答
山
田
　政
幸
　議
員

喫
茶
う
ん
な
ナ
ビ
ー
に
つ

い
て

ド
ロ
ー
ン
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

喫茶うんなナビー

喫茶内部

農林水産課所有

議　会　だ　よ　り15 （令和3年2月19日）第147号

　
　
前
兼
久
自
治
会
の
村
民
税
過
去
５

年
間
で
、
１
１
５
万
９
千
６
百
円
、
固

定
資
産
税
１
５
２
８
万
７
千
９
百
円
、

自
治
会
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
で

あ
り
、
諸
事
情
は
察
し
て
ま
す
が
減

免
で
き
な
い
か
。

　
　
税
務
課
長
　親
泊
　誠

　
　
減
免
規
定
に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め

課
税
を
し
て
ま
す
。

　
　
過
去
に
宇
加
地
公
民
館
建
設
に
当

た
っ
て
、
前
村
長
は
、
固
定
資
産
税
を

軽
減
さ
れ
た
。減
免
取
扱
要
綱
第
２

号
ク
の
そ
の
他
に
該
当
で
き
な
い
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
自
治
会
の
公
益
性
を
鑑
み
、法
律
の

範
囲
の
中
で
適
正
な
減
免
措
置
が
可

能
で
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　
高
齢
者
に
よ
る
運
転
免
許
の
返
納
、

障
害
者
や
高
齢
者
が
買
い
物
等
を
し

た
く
て
も
、
交
通
費
の
負
担
が
増
え

悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、支
援
策
は
な

い
か
。

　
　
福
祉
課
長
　長
浜
保
治

　
　
高
齢
者
や
経
済
的
理
由
に
よ
る
買

い
物
支
援
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
方
策
し
か
現
在
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
　
皆
さ
ん
が
目
指
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
誰一人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
を
、
交
通
弱
者
の
た
め
に
実
証
実

験
等
検
討
で
き
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
バ
ス
と
の
関
連
も
あ
り
、現
在
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
計
画
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
村
内
外
の
職
員
数
、
村
外
職
員
市

町
村
別
数
、住
居
・
通
勤
手
当
決
算
額
、

住
居
手
当
・
通
勤
手
当
上
限
額
、
通

勤
距
離
に
つ
い
て
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
内
６２
名
、村
外
７２
名
、う
る
ま
市

３０
名
、
読
谷
村
１８
名
、
沖
縄
市
１０
名
、

金
武
町
４
名
、宜
野
湾
市
４
名
、名
護

市
２
名
、北
谷
町
２
名
、北
中
城
村
１

名
、
南
城
市
１
名
。住
居
手
当
令
和
元

年
度
決
算
額
は
１
７
６
６
万
２
千
円
、

村
外
が
１
２
０
０
万
７
千
３
百
円
。通

勤
手
当
１
１
０
８
万
４
千
２
百
円
、
村

外
が
８
１
９
万
９
千
円
。住
居
手
当
支

給
上
限
額
が
、２
万
８
千
円
、
家
賃
が

６
万
１
千
円
。通
勤
手
当
の
距
離
及
び

支
給
上
限
額
は
３
万
１
千
円
で
片
道

６０
キ
ロ
ま
で
。

　
　
職
員
が
村
内
に
移
住
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
緊
急
時
の
対
応
、地
域
の
活
性

化
等
、様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

村
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
職
員
に
お
願
い
を
し
、
理
解
を
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
人
事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

村
外
に
住
ん
で
い
る
職
員
が
村
内
に

居
住
し
た
場
合
、
別
枠
で
努
力
し
た

と
い
う
こ
と
で
評
価
点
に
加
点
で
き

な
い
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
の
時
点
で
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
村
産
品
の
優
先
使
用
及
び
村
内
企

業
優
先
発
注
に
対
し
、
職
員
は
こ
れ

ま
で
ど
う
対
処
し
て
き
た
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
請
負
工
事
で
は
特
記
仕
様
書
に
、下

請
業
者
の
村
内
企
業
優
先
活
用
を
す

る
よ
う
に
記
載
を
し
て
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
各
課
へ
の
回
覧
等
を
含
め
村
産
品

の
活
用
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
村
内
の
大
口
需
要
先
の
企
業
や
地

域
住
民
に
対
し
て
も
地
産
地
消
、
村

内
企
業
優
先
使
用
で
、
ど
う
周
知
し

て
き
た
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
村
広
報
誌
並
び
に
広
報
無
線
等
を

通
し
て
周
知
を
行
って
い
る
。

　
　
今
後
恩
納
通
信
所
の
跡
利
用
も
ホ

テ
ル
が
建
築
さ
れ
、
仲
泊
の
公
民
館

も
発
注
さ
れ
ま
す
。ど
う
対
処
す
る

の
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
内
の
事
業
者
の
代
表
者
と一緒
に

な
っ
て
、
事
業
所
に
出
向
い
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
し
て
き
た
。通
信
所
跡
の

ほ
う
に
も
、
村
産
品
奨
励
、
村
内
事
業

者
優
先
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
と
言
い
続

け
て
い
こ
う
と
思
って
ま
す
。
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◆
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◆
◆
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質質 答答

答答

答答答答

山
城
　良
一
　議
員

自
治
会
へ
の
村
民
税
、
固
定

資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

交
通
弱
者
へ
の
支
援
策
つ

い
て

村
内
企
業
へ
の
優
先
発
注

及
び
村
産
品
優
先
使
用
に

つ
い
て

定
住
促
進
に
つ
い
て



議　会　だ　よ　り 16第147号（令和3年2月19日）

　
　
１
、２
ヶ
月
前
か
ら
赤
信
号
の
時
間

が
長
く
な
っ
た
が
、朝
、昼
、晩
、深
夜

の
時
間
帯
で
、
信
号
の
時
間
調
整
が

で
き
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
変
更
の
根
拠
と
な
る
交
通
量
等
の

実
態
把
握
が
必
要
で
あ
る
。基
本
的
に

サ
イ
ク
ル
の
変
更
は
可
能
。管
制
セ
ン

タ
ー
と
も
協
議
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
審
議
会

を
年
明
け
に
設
置
す
る
予
定
。推
進
に

関
す
る
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
基
本

方
向
及
び
目
標
、
ま
た
は
実
施
す
べ
き

具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
行
動

計
画
、
ナ
ビ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
、

恩
納
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
を
主

と
し
た
委
員
会
を
、各
団
体
等
の
有
識

者
で
構
成
し
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
　
２０
年
前
よ
り
投
票
率
が
下
が
っ
て

い
る
原
因
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
国
民
の
政
治
離
れ
、選
挙
に
対
す
る

関
心
が
低
く
な
っ
て
い
る
。若
年
層
の

選
挙
へ
の
関
心
が
低
い
こ
と
が
主
な
原

因
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
後
、投
票
率
を
上
げ
る
に
は
、ど

の
よ
う
な
政
策
が
、
当
局
と
し
て
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
１
点
目
に
、
若
年
層
の
選
挙
への
関

心
を
高
め
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。学

校
教
育
の
中
で
選
挙
に
関
し
学
べ
る
時

間
を
導
入
す
る
な
ど
、教
育
委
員
会
と

連
携
を
図
り
検
討
し
ま
す
。２
点
目
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
候
補

者
の
政
策
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行

う
。３
点
目
に
、
期
日
前
投
票
所
の
増

設
に
つ
い
て
検
討
し
、村
内
の
北
側
、南

側
の
公
民
館
に
試
験
的
に
期
日
前
投

票
所
を
増
設
し
、投
票
率
の
変
化
を
確

認
し
な
が
ら
費
用
対
効
果
等
を
検
証

し
て
い
き
た
い
。

　
　
選
挙
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
、
国
、

県
、
村
の
選
挙
に
お
い
て
期
日
前
投

票
所
の
増
設
で
、
ど
の
よ
う
な
手
続

が
必
要
で
す
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
、
沖
縄

県
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
特
別
な
手
続

は
必
要
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
生
活
環
境
で
道
路
の
整
備
及
び
維

持
管
理
の
充
実
で
橋
梁
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
喜
瀬
武
原
廻
袋
１
号

橋
か
ら
７
号
橋
ま
で
の
耐
力
度
調
査

を
進
め
る
と
あ
る
が
、進
捗
状
況
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
１
号
橋
に
つ
い
て
は
、
金
武
町
が
対

応
す
る
。令
和
３
年
度
、
国
・
県
の
通

作
条
件
整
備
事
業
を
活
用
し
ま
し
て
、

点
検
診
断
業
務
を
実
施
す
る
。そ
の
診

断
結
果
に
基
づ
き
令
和
４
年
度
以
降

計
画
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
後
、
上
水
道
の
事
業
が
１０
年
ぐ

ら
い
続
い
て
、何
十
億
円
の
予
算
が
つ

ぎ
込
ま
れ
て
、
工
事
を
す
る
と
思
い

ま
す
。恩
納
通
信
所
の
海
岸
の
砂
が

流
さ
れ
岩
が
相
当
出
て
お
り
、
区
民

か
ら
砂
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
い
う

話
も
聞
い
て
ま
す
。村
内
海
浜
に
溜

ま
っ
た
砂
利
は
大
き
な
資
源
と
思
わ

れ
る
が
、
村
内
公
共
工
事
等
に
再
利

用
で
き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
海
砂
利
を
公
共
工
事
に
利
用
す
る

場
合
は
、ま
ず
真
水
で
洗
い
塩
分
を
取

り
除
き
、
そ
れ
か
ら
ふ
る
い
分
析
で
大

き
さ
別
に
分
け
粒
度
試
験
に
合
格
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。今
の
通
信
所
跡

地
な
ど
の
利
用
と
か
、
同
じ
海
浜
に
養

浜
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
が
、
そ

の
費
用
対
効
果
の
面
で
利
用
す
る
に
は

厳
し
い
と
い
う
考
え
で
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質答 答

答

質質

質質

答答

答答

外
間
　勝
嘉
　議
員

安
富
祖
喜
瀬
武
原
入
り
口

の
信
号
機
に
つ
い
て

長
浜
川
河
川
の
橋
の
改
修

工
事
に
つ
い
て

恩
納
村
内
海
浜
に
溜
ま
っ

た
砂
利
利
用
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

選
挙
制
度
に
つ
い
て

５号橋
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事
業
の
洗
い
直
し
に
よ
り
継
続
、

廃
止
・
縮
小
な
ど
効
率
化
を
進
め
村

民
の
生
命
、
生
活
支
援
を
優
先
検
討

す
べ
き
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
、
イ
ベ
ン
ト
の
見

直
し
、団
体
補
助
金
の
検
証
、施
設
整

備
は
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
事
業
効
果

を
検
討
し
ま
す
。

　
　
新
た
な
財
源
発
掘
の
可
能
性
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
宿
泊
税
導
入
は
厳
し
い
。村
税
や
貸

付
金
の
徴
収
強
化
を
図
る
。

　
　
経
常
経
費
の
抑
制
を
伺
う
。義
務

的
経
費
も
増
加
し
物
件
費
、
維
持
補

修
費
、補
助
費
、借
金
公
債
費
も
増
大
、

方
策
が
あ
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
各
課
計
上
を
総
務
課
で
ま
と
め
、前

年
度
の
比
較
要
求
は
詳
細
な
資
料
を

求
め
て
い
る
。

　
　
新
年
度
予
算
編
成
に
議
会
や
監
査

の
指
摘
・
要
望
事
項
を
反
映
さ
せ
る

具
体
的
な
事
例
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
新
規
事
業
及
び
事
業
内
容
変
更
に

取
り
入
れ
、新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

　
　
財
政
状
況
の
予
測
と
令
和
３
年
度

も
基
金
を
崩
し
、借
金
を
し
な
い
と
い

け
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
法
人
税
減
額
を
予
想
、固
定
資
産
税

は
増
額
、
国
県
補
助
金
に
大
幅
な
変
化

は
な
い
。大
幅
な
基
金
の
崩
し
が
無
い
予

算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
計
画
の
分
析
結
果
で
、
健
全
性
・

安
定
性
・
弾
力
性
が
計
画
に
従
っ
た

予
算
執
行
と
な
っ
た
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
目
標
地
方
債
残
高
３５
億
円
に
対
し
、

５３
億
円
。目
標
基
金
残
高
５０
億
円
に

対
し
４７
億
円
。経
常
収
支
比
率
８２
・

７
％
以
内
に
対
し
７７
・
９
％
。目
標
達

成
は
経
常
収
支
比
率
の
み
。今
後
建
設

費
等
の
抑
制
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
予
算
編
成
も
中
長
期
財
政
計
画
と

の
連
動
、総
合
計
画
の
実
現
と
な
っ
て

い
る
が
、達
成
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
最
終
年
度
に
向
け
て
全
庁
的
に
目

的
達
成
に
取
り
組
む
。

　
　
中
長
期
財
政
計
画
と
公
共
施
設
等

管
理
計
画
の
連
動
に
よ
っ
て
公
共
施

設
の
余
剰
化
、老
朽
化
対
策
、更
新
費

用
の
推
計
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後

に
お
い
て
重
要
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

個
別
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
作
成
を

検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
財
政
計
画
と
の
連
動
に
よ
る
事
務

執
行
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。公
共
施

設
管
理
計
画
と
個
別
計
画
の
策
定
を

実
施
し
、
令
和
３
年
度
は
中
長
期
財

政
計
画
及
び
予
算
へ
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
　
宅
地
開
発
に
お
い
て
地
権
者
主
導

で
は
厳
し
い
。村
が
開
発
に
関
わ
る
こ

と
は
可
能
か
。そ
の
上
で
、
法
令
上
の

規
制
や
問
題
点
が
あ
る
か
。地
権
者

や
地
域
の
協
力
や
果
た
す
べ
き
義
務
、

役
割
が
あ
る
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
地
権
者
及
び
地
域
の
合
意
、議
会
の

理
解
、
事
業
投
資
効
果
等
を
検
討
の

上
可
能
で
あ
る
。赤
土
等
流
出
防
止

条
例
等
県
へ
の
手
続
き
、
事
業
へ
の
合

意
形
成
、組
織
体
制
の
協
力
が
必
要
。

　
　
村
な
ど
公
的
機
関
が
土
地
を
買
い

上
げ
区
画
整
理
し
、
宅
地
分
譲
す
る

方
法
は
可
能
か
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
恩
納
村
、
地
方
公
共
団
体
施
行
が

あ
り
ま
す
。村
が
用
地
購
入
す
る
等
も

考
え
ら
れ
る
。他
地
域
の
状
況
、
事
業

効
果
も
考
慮
し
優
先
順
位
を
検
討
す

る
。

　
　
村
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
位
置
づ
け
を

伺
う
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
第
5
次
総
合
計
画
で
保
存
活
用
を

図
る
と
位
置
づ
け
。恩
納
区
の
意
見
を

伺
い
た
い
。

　
　
ナ
ビ
ー
屋
敷
跡
地
も
琉
歌
の
里
恩

納
村
に
歴
史
的
、文
化
的
に
貴
重
。

　
　
企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　
有
意
義
な
計
画
な
の
で
、教
育
委
員

会
と
検
討
す
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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答答

答答答答

又
吉
　薫
　議
員

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

恩
納
番
所
跡
地
と
ナ
ビ
ー
屋

敷
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

中
長
期
財
政
計
画
の
分
析
と

各
種
計
画
、予
算
編
成

消
防
跡
地
背
後
地
の
宅
地
化
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議会の動き

広報委員会花の植栽と恩納保育所園児ミツバチ見学

11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・令和２年第１０回恩納村議会臨時会
・米海兵隊員によるタクシー強盗事件に対
する抗議行動　　（沖縄防衛局：議員３名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検
査　　　　　　　　　 （北部会館：議長）
・村立うんな中学校開校記念式典及び村
政功労者表彰式典　（うんな中学校：議長）

・北部市町村議会議長会会長告別式
　　　　　　　　　　 　（本部町：議長）
・令和２年第１１回定例会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・令和２年第１１回恩納村議会１２月定例会・
本会議（開会）
・令和２年第１１回恩納村議会１２月定例会・
本会議一般質問（７名）
・令和２年第１１回恩納村議会１２月定例会・
本会議一般質問（４名）
・令和２年第１１回定例会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　 　　 （議員６名）
・令和２年第１１回恩納村議会１２月定例会・
本会議（閉会）
・北部市町村議会議長会臨時総会
　　　　　　　　　　 （北部会館：議長）
・北部広域市町村圏事務組合第５６回臨時
会　　　　　　　　　 （北部会館：議長）
・議会広報委員会第１回編集会議
　　　　　　　　　　　　　  （委員６名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検
査　　　　　　　　 　（北部会館：議長）
・役場御用納め大掃除　　    （議員１５名）

24日
25日

26日

28日

2日

4日

7日

8日

9日

11日

16日

19日

21日

24日

28日

4日

9日

12日

14日

21日

25日

26日

28日

2日

4日

8日

9日

16日

19日

・令和 3年恩納村成人式
　　　（ふれあい体験学習センター：議長）
・村景気回復商品券事業実施要請対応
　　　　　　　　　　 　（議長室：議長）
・令和３年第１回臨時会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　  （議員６名）
・令和３年第１回恩納村議会臨時会
・議会広報委員会第２回編集会議
　　　　　　　　　　　　　  （委員６名）
・議会広報委員会第３回編集会議
　　　　　　　　　　　　 　 （委員６名）
・ファジアーノ岡山 FC歓迎セレモニー
　　　　　　 （赤間総合運動公園：議長）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検
査　　　　　　　　　（北部会館：議長）
・議会広報委員会第４回編集会議
　　　　　　　　　　　　　  （委員６名）
　　

・川崎フロンターレ歓迎セレモニー
　　　　　　　　（赤間運動公園：議長）
・議会広報委員会第５回編集会議
　　　　　　　　　　　　 　 （委員６名）
・あしびなー施設地鎮祭
　　　　　　　　　（仲泊区：議員 4人）
・ザスパクサツ群馬歓迎セレモニー
　　　　　　　　（赤間運動公園：議長）
・第 50回沖縄県町村議長会定期総会
　　　　　　　　　　 （自治会館：議長）
・議会だより「うんなＮｏ１４７」発行

12月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　恒例となった役場3階議会事務局中庭花壇づくりが、去る12月28日御用納め大掃除の日に行われまし
た。多くの人に議会へ訪れてもらえる様頑張った結果見事に開花、年明け1月6日恩納保育所園児たちが、
村とOISTの共同事業であるハニー・コーラル・プロジェクトで設置したミツバチの巣箱を見学に訪れまし
た。園児たちはたくさんの蜂を見たり、採れたてのはちみつの味を堪能したり、とても楽しそうでした。


